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共生社会の実現に向けて～いろんな人のあたりまえ～ 

 副校長 奥井 伸    

 

さて、私が令和４年度に着任して以降、最多の生徒数で始まった令和７年度ですが、これまでの

学校生活を振り返るとともに表題にも取り上げている共生社会実現のためのイベント「原リンピック」

について触れていきます。 

４月１８日の車いすラグビー観戦では、国立代々木競技場第一体育館に全校で出向き、アメリカ

代表とオーストラリア代表の試合を観戦しました。ハンディキャップをものともせず果敢に攻め合い

戦う選手たちの姿、そして白熱した試合展開に生徒たちからは歓声が上がっていました。 

 

また、４月２３日から２５日には「百歩前進 みんなでよさこい 観光地だけじゃない学び」をスロー

ガンに、東京都初となる高知での修学旅行を実施することができました。現地での様子は頻繁に学

校 HPにアップされていましたのでご確認された方も多いと思いますが、四万十市立中村中学校生

徒会との連携やカツオの藁焼き体験、そしてよさこい交流会の様子が印象的でした。地域と連携・

交流し、個々に学びを深めた高知への修学旅行は大成功だったといえるのではないでしょうか。 

  

そして記憶にも新しい第２９回体育祭ですが、昨年度より進化するかたちで「生徒主体」に実施さ

れました。係生徒がインカムを付け、意思の疎通を図りながら、補助的な役割を教員が担うことで主

体的に物事に取組む姿勢を３年生が中心となり創り上げてくれました。修学旅行でも披露した新し

い「よさこい総踊り」を初めて見て感動した方もいらっしゃったのではないでしょうか。１、２年生も３

年生の姿から刺激と学びを受け取っている様子が見受けられました。 
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これらの出来事を振り返ると実は教育課程上行われているすべての行事や特別授業は決して点

ではなく、学校生活全体に影響を与え、大きな学びの流れを作っていることが分かります。様々な出

来事は子ども達に「考えるきっかけ」を与え、「自分らしく表現するための機会」を創出していること

につながっていくとも考えます。 

そういった意味では前期の目玉行事である６月７日（土）実施の「第２回原リンピック」の実施に

ついて私自身、大きな期待を寄せています。昨年度の後期生徒会の発足時に掲げた「原リンピック

継続」の公約の元、生徒会が主体に進めてきた企画。今年度のテーマは、「いろんな人のあた

りまえ」と決定しました。見え方、聞こえ方、体の動かし方、人それぞれの「あたりまえ」に触れるこ

とで、違いを知り、認めあう気持ちを育むことを目指します。 

１１月には東京でデフリンピックが開催されますが、「第２回原リンピック」でも東京都、渋谷区をは

じめ、デフスポーツを推進する多くの団体

の協力を得ることで、多種多様なデフ競

技を体験できる機会を創出します。また渋

谷区パラスポーツ推進課と連携しデフリン

ピックを応援する巨大アートの制作も決定

しており、パラスポーツはもちろん、誰もが

楽しみながら学べるプログラムを実施しま

す。障害に関するさまざまな体験コーナー

もあり、小さな気づきが大きな理解、共生

社会の実現につながっていくと考えていま

す。 

当日の運営ボランティアには１００名を

越える生徒が集まったと聞きます。非常に

プレッシャーのかかるイベントです。ミスや

失敗があるかもしれません。そこは大人が

フォローします。保護者の皆さまにおかれ

ましてはそれらの趣旨もご理解いただき、

近隣の方をお誘いあわせの上、ご参加く

ださい。 

 

 

 

 



表  彰 

【陸上競技部】 

第７６回東京都中学校地域別陸上競技大会女子西部共通 

4×100 m 第８位 女子リレー  加藤 楓華、真鍋 蘭、丸山 佳子、加藤たま希 

都大会出場決定 

松田 チェルノアミル、アリソン太生、池谷 虎瑠 

 

 


